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ニュースレター【事務局情報】 

新年あけましておめでとうございます。 

皆々様には輝かしい新春を迎えられたこととお喜び

申し上げます。昨年は創立 70 周年記念を迎えた武道

団体が多く見られ、当武道館を利用する皆様の成果も

驚きの活躍ぶりでした。本年も皆々様が健康でご活躍

をされます事をご祈念申し上げ新年のご挨拶と致します。 

北見市武道館施設長 佐藤壽春 

北見地方剣道連盟・北見柔道連盟創立 70周年記念誌発行のお知らせ！ 

北見地方剣道連盟創立 70 周

年記念誌が発行されました。 

令和 5年 11月 30日発行 

北見柔道連盟創立 70周年記

念誌が発行されました。 

2023（令和 5）年 6月発行 

武道振興協会事務所の花シリーズ

「明日から武道」 ※ことば遊び 

昨 年 秋 に

頂いた「アケ

ビ」と「葡萄」

ですが大変甘

くておいしくい

た だ き ま し

た。自宅で写真撮影はしたものの、年を越すこと

となり、どうしたものかと思案に暮れていました

が、新春を迎えるにあたり「明日（あけび）から武

道（ぶどう）」と駄洒落になりました。〈佐藤〉 

連載 中国「老子」の思想  十四章 ｢道｣のはたらき 

「道」は、見ても見えないから、「色がない」といおう。聞いても聞こえないから、「音がない」といおう。探っても触れないから、「形

がない」といおう。こうした感覚ではつきとめられぬもの、個別化を経ぬ一般性、それが「道」だ。上と下との区分も

なく、無限にひろがっているもの、そのはたらきは絶えることなく続いているが、そのものが何であるかは明瞭で

ない。つまり「無」というよりほかに表現のしようがない。状態の判らぬ状態であり、姿の知れぬ姿である。または

「おぼろ」とでもいおう。先と後との区別もなく、時を越えて万物を統括する。「道」の法則性は古今を一貫している。

この法則を見きわめることによって、根元としての「道」が認識できるのである。原文：視之不見、名曰夷。聽之不聞、名曰希。搏

之不得、名曰微。此三者不可致詰。故混而爲一。其上不皦、其下不昧。繩繩不可名、復歸於無物。是謂無状之状、無物之象。是爲忽恍。

迎之不見首、隨之不見其後。執古之道、以御今之有、以知古始。是謂道紀。〈注〉道紀 老子の哲学を直観の所産と見る説がある。

だがその直観は、恣意的な空想の領域にとどまるものではなかった。「道」は、あるいは直観によって得られた認識であるかも

知れない。しかしその直観の当否を、かれは緻密な自然観察によって検証するのである。十五章に続く 
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